
四条通りの南座の前を行く神輿。
よく見ると鳳凰などの飾りがない。

唐子をモチーフにした諫山宝材さん
の提灯。諫山さんは『光る君へ』の
衣装デザインでも活躍。

右は南座の前にずらりと並ぶ提灯
上は八坂神社前で待つ提灯行列。
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2暮らす旅京都

猛暑の神輿洗と提灯行列
文・写真／松岡伸吾（暮らす旅舎）

安藤忠雄設計の兵庫県立美術館はヤノベケンジをはじめ多くの立
体作品が（館外で）鑑賞できる。

有名な金華山の鵜飼ではなく、少し上流に
ある小瀬鵜飼。見物客の船に吊るされた岐
阜提灯は蝋燭の灯りだ。

40度
近
い
熱
暑
の
祇
園
祭
。
雨
の
中
の
前

祭
と
猛
暑
の
後
祭
の
山
鉾
巡
行
が
終
わ
り
、

7月
28日

の
神
興
洗
に
参
加
し
た
。

今
回
は
さ
ら
に
お
茶
の
稽
古
と、
兵
庫
県

立
美
術
館
の
藤
田
嗣
治
✕国
吉
康
雄
展
も
目

的だ
っ
た
。
地
下
鉄
の
京
都
市役
所
前
駅
に

着
け
ば、
地
下
街
広場
で
は
大
阪
プ
ロ
レ
ス

の
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
の
真
つ
最
中
。
タ
イ
ガ
ー

ス
マ
ス
ク
や
ビ
リ
ー
ケ
ン
・
キ
ッ
ド
、
タ
コ

ヤ
キ
ー
ダ
ー
な
ど
の
マ
ス
ク
マ
ン
が
ず
ら
り

と暑
い
中
、
熱
い
バ
ト
ル
が繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
。

稽
古
は
風
炉
で
な
く
氷
入
り
の
水
指
を
使

う冷
抹茶
の点
前。
そ
の昔
、
夏
の茶
会
は

早朝
とか
にや
っ
た
よう
だ。
翌
朝、岩

屋
駅
か
ら
安
藤
忠
雄
の美
術
館
ま
で
炎
天
下
を

歩い
たが、

徒
歩
10分は

厳
しか
っ
た。
国

吉
の
女
の
眼
差
しは
い
い
が、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ロ
ー
ド
と呼
ぶ
な
ら
、
街
路
掛
く
ら
い
整

備
し
て
欲
し
い
。
安
藤
の
青
リ
ン
ゴ
は
中
国

の観
光
客
に
大
人気
だ
っ
た
。

さて
神輿
洗
は
以
前
も
取
り
上
げ
た
が、

24日
還
幸
祭
の
渡
御
を
終
え
た
神
輿
の
飾
り

をすべ
て
とり
、鴨
川
の
神
水で
清
める
神

事だ
。
式
を取
り
仕切
る
宮
本
組
、
神
輿
を

担
ぐ
四
若
組
が
八
坂
神
社
か
ら
四
条
大
橋
ま

で、
燃
え盛
る松
明
で道
を清
め
て二
度
往

復
す
る。
私
た
ち
提
灯
部
隊
は
四
条
通
り
で

行列
を見
守
る。

神
輿
洗
が
終
わ
る
と
神
事
の
掉
尾
を
飾

り、
奉
祝
行
事
と
し
て
私
た
ち
「お
見
送
り

提灯
」
が
行進

する
。
祇
園
界隈
の
店
な
ど

が提
供
す
る提
灯
を掲
げ、
笛
太鼓
の囃
子

方
や舞
妓
さ
ん
と
一緒
に
祇
園
街
を練
り
歩

く
。
江
戸
時
代
に
は
百
を
超
え
る
数
の提
灯

が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
年
は
60基

ほ
ど
。

八年
前
有
志
の
運
動
で
再
興
し
た
時
は
た
っ

た
7
基
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
止
を
乗
り

越え
て復
活
し
た。

笛
太
鼓
の緩
や
かな
調
べ
と
と
も
に
鯖
寿

司店
の鯖
や、
海
老芋

の料亭
の
芋、髪

飾
りの店

の鼈
甲、
さ
らに鱧

、
人形、草

履、
機関
車
な
ど
な
ど
様
々
な
提
灯
が
路
地
を
行

く。
今
回
初
参
加
の提
灯
も多
か
った
が、

中
で
も
画
家
の
諫
山
宝
櫢
さ
ん
の
唐
子
の
提

灯は可
愛
か
った。

月は変
わ
っ
て旧
盆
が過
ぎ、

お茶
の稽

古
の前
に
岐
阜
へ向
か
った
。
関
か
ら郡
上

八幡
へ長
良川
を巡

る旅
で
は、
小瀬

の鵜
飼
や郡

上踊
り
が
楽
し
め
た。
今
年
は
雪
が

多
く
て
鮎
の
成
長
が遅

く、
小型

の鮎
は
全

て鵜
の
餌
に
な
っ
たそ
う
だ
が、
こ
っ
ち
も

白鳥
の食
堂
で天
然鮎

を満喫
した。
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